
瀬戸市都市戦略プラン瀬戸市都市戦略プラン瀬戸市都市戦略プラン

～ 瀬戸市における活性化戦略の展開 ～

平成23年11月 瀬戸市行政経営部経営課



“都市戦略プラン”の必要性

「第５次瀬戸市総合計画」では、市民と行政が目標達成に向けて連携して行う継続的な営みを「都市経
営」、都市経営の一部として行政が目標達成に向けて行う継続的な営みを「行政経営」と位置付け、将来像
である「自立し、助けあって、市民が力を発揮している社会」の実現に向けて、市民と行政の役割分担によっ
て着実に歩みを進めています。

平成１８年３月の第５次総合計画策定以降、社会情勢も当初の見込みを超える大きな変化に対応した取
り組みが必要との認識に立ち、本年が第５次総合計画期間の中間年となることを契機として、「都市経営」
における都市づくりの基本理念と目指す都市ビジョンや都市構造のあり方を再確認し、都市づくりのグランド
デザイン、リーディングプロジェクトの推進イメージを“都市戦略プラン”として取りまとめることとしました。
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New Challenge

目標
設定
型

アプ
ロー
チ

“都市戦略プラン”の必要性

第５次総合計画
（H18年3月策定）

H18～27年度の間に、瀬
戸市の目指す都市像を
達成するための目標

自立し、助けあって、
市民が力を発揮している社会

■総合計画（基本構想及び基本計画）との関連
①計画の位置付け
総合計画（地域社会づくりの協定書、望ましい地域社会づくりの指針）
＋都市戦略プラン（目指す都市ビジョン、都市づくりの戦略・戦術）
＝都市ブランド（総体としての瀬戸らしさ）の構築

②計画期間
総合計画（平成18年度～27年度の10年間）
⇔都市戦略プラン（中長期を展望しつつ、

平成23年度～27年度の5年間のロードマップを作成）

③計画の内容
総合計画（目指す姿、成果目標、市民・行政が果たす役割）
⇔都市戦略プラン（都市づくりのグランドデザイン、

リーディングプロジェクト、ロードマップ）

“都市戦略プラン”

瀬戸市地域力向上プラン

地域づくりを推進していくための基本方針（H19年11月）

瀬戸市都市計画マスタープラン

都市計画の総合的な指針＋地域別構想（H19年3月）

社会情勢の変化
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挑戦戦略

都市づくり
に必要な
事業

３

第５次瀬戸市総合計画と“都市戦略プラン”
の位置付け

第５次瀬戸市総合計画
戦略計画
として策定

４つの戦略 S 強み W 弱み

O 優先順位高い 順風戦略

T 優先順位低い 改善戦略 撤退戦略

都
市
経
営
（市
民
と
行
政
）

行
政
経
営

自立し、助けあって、市民が力を発揮している社会

行政の持つ資源の配分方針
自助・共助の強化支援に優先的に経営資源
を配分する

『３ヵ年事業計画』
中期財政計画、重点政策、事業方針
成果内容、指標、事業費、主な事業

「予算」「事務事業」

重点戦略【自助の強化】【共助の強化】

『都市戦略プラン』
①グランドデザイン
②リーディングプロジェクト
③推進イメージ・ロードマップ

『集中改革プラン』
事務事業の再編・整理、

廃止、統合の取組
民間委託等の推進
定員管理・給与の適正化



“都市戦略プラン”立案のステップ

情報収集と統計データの解析

・ 現状認識
・ 統計分析
・ 施策展開の方向性

Step１

プロジェクトメニュー立案の視点

現状認識と施策展開の方向性か
らやるべきこと（処方箋）を導き出
す

Step２

プロジェクトメニュー

・事業の優先順位付け
（リーディングプロジェクト）
・戦略と戦術の組み立て

Step３

都市づくりに
『何が足りないのか』
を抽出

都市づくりのために
『やるべき事業』
は何かを抽出
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５

人口動態は、平成22年国勢調査においては132,240人、平成17年調査と比較して0.2％の増加でほぼ横ばい傾向
人口増加率についても、平成2年以降3％以内で推移し、ほぼ横ばい傾向に収束

Ⅰ 人口（人口動向）

Step1：情報収集と統計データの解析
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６

Ⅰ 人口（社会増減）

社会増減については、名古屋市や豊田市からの転入者が多い傾向にあったが、減少傾向になった
主な要因が就業機会の多い名古屋市や豊田市の景気動向によるものであったことが想定され、就業機会の少ない本市に

おいては自立的に社会増となる要因が乏しい 出典：『瀬戸市連区別・年齢別・男女別人口』（平成23年10月1日現在）

Step1：情報収集と統計データの解析
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７

Ⅰ 人口（将来推計人口）

将来推計人口は、減少傾向と推計されている
出典：国立社会保障・人口問題研究所『日本の市区町村別将来推計人口』（平成20年12月推計）
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※H12～H22は国勢調査人口
H27～H47は国立社会保障・人口問題研究所
『日本の市区町村別将来推計人口』（平成20年12月推計）
H17～H27瀬戸市５次総推計のみ『第５次瀬戸市総合計画』

Step1：情報収集と統計データの解析



８

～順風戦略～
育み、暮らしやすい施策展開
（子育て環境、住みやすさ）

～挑戦戦略～
自然増・社会増となる施策展開

（定住人口獲得）

人口動向と人口増加率は、横ばいから減少傾向へ
社会増減は、自立的に社会増となる要因が乏しく、減少傾向
国における将来推計人口は、減少傾向と推計されている
国における将来推計人口における人口増加率も、減少傾向と推計されている

Ⅰ 人口における現状認識と施策展開の方向性

Step1：情報収集と統計データの解析



９

Ⅱ 産業構造の変化と市民経済（事業所数・従業員数）

平成18年調査と平成13年調査と比較すると、
事業所数は638事業所（10.7％）減（年率2.1％減）
従業者数は2,334人（5.1％）減（年率1.0％減）

出典：『平成18年事業所・企業統計調査』

Step1：情報収集と統計データの解析



１０

Ⅱ 産業構造の変化と市民経済（全体の推移）
全業種における事業所数は、昭和55（1980）年の1,301事業所から平成21（2009）年の508事業所へと約60％も減少
製造品出荷額、付加価値額は右肩上がりから横ばい傾向、従業者数はやや減少傾向

出典：『平成21年工業統計調査』
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Step1：情報収集と統計データの解析



１１

Ⅱ 産業構造の変化と市民経済（事業所数の推移）
平成21年工業統計調査（全産業従業者数4人以上の事業所）における事業所数は508事業所で、これまでの横ばい傾向か
ら大幅に減少（対前年12.9％減）

出典：『平成21年工業統計調査』
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Step1：情報収集と統計データの解析



１２

Ⅱ 産業構造の変化と市民経済（従業員数の推移）
平成21年工業統計調査（全産業従業者数4人以上の事業所）における従業者数は12,475人で、これまでの横ばい傾向から
減少（対前年8.8％減）

出典：『平成21年工業統計調査』
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Step1：情報収集と統計データの解析



１３

Ⅱ 産業構造の変化と市民経済（製造品出荷額の推移）
平成21年工業統計調査（全産業従業者数4人以上の事業所）における製造品出荷額は3,392億3,230万円で、これまでの横
ばい傾向から減少（対前年5.3％減）

出典：『平成21年工業統計調査』
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Step1：情報収集と統計データの解析



１４

～順風戦略～
働きがいを感じられる施策展開
（働きやすい環境づくり）

～挑戦戦略～
地場産業振興に向けた施策展開

（陶都瀬戸の復活、
農業の第６次産業化）

Ⅱ 産業構造の変化と市民経済における現状認識と施策展開の方向性

事業所数が減少していることから、操業環境としての魅力が低いと考えられる
従業員数の減少は、少子高齢化の影響だけではなく、事業所数の減少により、
市内に働く場が少ないことが影響しているものと考えられる
地場産業である窯業・土石製品の低迷による影響（シェア低下）が見られる

Step1：情報収集と統計データの解析



１５

「まるっとミュージアム」の推進により目標値をほぼ達成しており、観光客入込数は平成16（2004）年の185万人から平成22
（2010）年の260万人へ着実に増加

出典：瀬戸市経営課調べ

Ⅲ 市民活動や交流を支える舞台づくり（観光客入込数）
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Step1：情報収集と統計データの解析



１６

「交流を基軸とするまちづくり」に取り組み目標値を大きく上回っており、市民活動センター登録者数は平成17（2005）年の
4,011人から平成22（2010）年の8,205人へ、ボランティアセンター登録者数も2,570人から3,050人へと着実に増加

出典：瀬戸市経営課調べ

Ⅲ 市民活動や交流を支える舞台づくり（市民活動・ボランティア）
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Step1：情報収集と統計データの解析



１７

～順風戦略～
市民活動を支援する施策展開

（市民活動促進）

～挑戦戦略～
来訪者をもてなす施策展開
（まるっとミュージアム）

Ⅲ 市民活動や交流を支える舞台づくりにおける現状認識と施策展開の方向性

圧倒的な知名度のある観光資源の不足
観光都市としてのイメージの希薄
観光客入込数はイベント偏重傾向
中・長期的視点での市民活動と観光施策との連携性の希薄

「せと・まるっとミュージアム推進プラン」より

Step1：情報収集と統計データの解析



１８

Ⅳ 震災を契機とした危機管理
市民意識調査で重要度が高かったのは「(4)安心（もしもの時の支え）」「(19)市民負担とサービス」「(6)安心（犯罪・災害）」で

あり、「安全・安心」を実感できるまちづくりが求められている
出典：『第５次瀬戸市総合計画 市民意向調査報告書』（平成16年3月）

Step1：情報収集と統計データの解析



１９

～順風戦略～
誰もが健康で暮らせる施策展開

（子ども医療費助成、介護サービス）

～挑戦戦略～
安全・安心を実感できる施策展開

（地域力、耐震整備）

Ⅳ 震災を契機とした危機管理における現状認識と施策展開の方向性

「安心（支え）」「市民負担とサービス」「安心（犯罪・災害）」「健康」の重要度が高い
行政の役割としては事前予防対策の重要度が高い
東日本大震災を契機とした災害対策と耐震性に課題がある本庁舎の整備
重要度と現状評価が高い健康施策の更なる充実

Step1：情報収集と統計データの解析



Step2：プロジェクトメニュー立案の視点

現状認識＆施策展開の方向性から「何をやるべきか」を導き出す

瀬戸市が活性化するための処方箋は何か？

処方箋の視点を明確にする方向性の提示

処方箋の実現に向けて、「短期」と「中・長期」の整理が必要！

Ｈ１８ Ｈ２３ Ｈ２７

第５次瀬戸市総合計画

都市戦略プラン

３ヵ年事業計画（H24～26）

２０

・現状認識（説得力）
・目標設定型アプローチ（魅力）

やるべきこと（順風、挑戦）
（処方箋）



第５次総合計画の理念を一人ひとりが共感、実践できるストーリーづくり

主役である市民一人ひとりの活躍を応援するために

ライフシーン（ライフステージ）からカテゴライズ

都市戦略プラン

育つ＆暮らす
【育み・育まれるまち】

働く＆稼ぐ
【働きがいあるまち】

守る＆守られる
【あんしん実感できるまち】

楽しむ＆もてなす
【快く過ごせるまち】

共感、実践されるまちづくりの推進～ＬＩＦＥ＆ＷＯＲＫ ＣＩＴＹ～

２１

Step2：プロジェクトメニュー立案の視点



「やった方がいい、あった方がいいこと」から
「やるべき、あるべきこと」への転換

都市戦略プラン

育つ＆暮らす
【育み・育まれるまち】

働く＆稼ぐ
【働きがいあるまち】

守る＆守られる
【あんしん実感できるまち】

楽しむ＆もてなす
【快く過ごせるまち】

「閉塞感」を打ち破るには、
まち全体のモチベーションを上げることが必要！

自 助共 助

公 助

行政や地域・企業・ＮＰＯが市民一人ひとりの活躍を応援する～サポーター～

サポート

２２

Step2：プロジェクトメニュー立案の視点



Step3：プロジェクトメニュー

２３

Ⅰ 育つ＆暮らす 【育み・育まれるまち】

・未来を見据えた子育て環境
保育園・小中学校環境整備、食育の推進、教育環境の充実
・女性視点の住みやすさが実感できるまち
スローライフ、移動しやすい交通、図書館
・より良い暮らしをしたい
居住対策、都市型産業（サービス産業）の立地



Step3：プロジェクトメニュー

２４

Ⅱ 働く＆稼ぐ 【働きがいあるまち】

・陶都瀬戸の復活
産地力の向上、地域ブランドの構築、地域観光資源との連携
・せと元気プロジェクト
企業誘致、空工場・空店舗活用
・働きやすい環境があるまち
人材の活用、待機児童ゼロ、モアスクール
・農業の第６次産業化
食と農の新ビジネス、道の駅、遊休農地活用、地産地消



Step3：プロジェクトメニュー

２５

Ⅲ 楽しむ＆もてなす 【快く過ごせるまち】

・憩える空間がある（近くて安全で自然が感じられる）
岩屋堂、定光寺再整備、緑の道（街路樹）
・まちが賑わう（まるっとミュージアム）
まるっとイベント、陶都瀬戸再発見
・活動する（交流）
市民参加の促進、地域交流センター整備、スポーツ施設整備
・知る＆知らせる
・ゆったりと過ごす時間
・歴史、伝統、文化を感じる



Step3：プロジェクトメニュー

２６

Ⅳ 守る＆守られる 【あんしん実感できるまち】

・地域力を高める
地域力向上活動、安全・安心の備え（防災ラジオ普及）
・安全、安心が実感できる
保育園・小中学校耐震化、市庁舎等公共施設耐震化、民間木造住宅耐震対策
・使いやすい都市機能がある
まちのバリアフリー化
・良好な環境を継承する
環境基本計画推進、都市緑化
・誰もが健康で過ごせる
子ども医療費助成、介護サービスの充実、医療先進都市


